
講義科目　授業アンケート結果

設問№

※レーダーチャートの平均は4段階評価　4（そう思う）、3(ややそう思う)、2(あまりそう思わない)、1(そう思わない)

<※複数選択可項目>
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アンケート結果に対する教員のフィードバックシート

授 業 年 度 ２０１３年度　後期科目平均 全体平均
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授業を理解するための工夫

各項目4点満点であるので、平均点ではあまり全体平均と差が
つかないが、詳細を見ると否定的な回答数は少なく、一定の評
価が得られたと考えている。私語については今後ともどのような
対策を講じていくのか検討し、さらなる改善を行っていきたい。
　「授業を理解するための工夫」において「ノートをとる」が著しく
高く、その点はしっかりと授業を聞いてくれたと思っている。自由
記述についても回答してくれた4名が有り難いコメントをしてくれ
ており、この場を借りて感謝を伝えたい。

時間割番号

科 目 名

教 員 名

3.38 3.39

3.34 3.34

財政学Ⅱ／財政学

3.21 3.28

①授業計画の達成度について

③アンケート全体を通しての自己評価、及び、今後の授業改善計画について

②授業の進め方について

　授業計画どおりに順調に進んだ。授業アンケートとしては、全体平均
と同レベルである。難易度については、回答では大学全体よりも多少
難しいという結果である。その点は、授業内容としてあらかじめ想定さ
れていたことである。

「説明の分かりやすさ」と「聞き取りやすさ」については、全体平均とほ
ぼ同じ結果であった。「学生の理解を確かめながら、授業を進めている
か」という点もほぼ同様である。3項目とも「そう思わない」が０名であ
り、その点は安心した。「私語が少なかったか」については全体平均を
下回り、今後の課題である。満足度については全体平均と同じであり、
「あまりそう思わない」が3名、「そう思わない」が0名ということで、等しく
一定の評価が得られたと思っている。
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